
fy

学校で児童生徒等や教職員の新型コロナウィルスの感染力巧蜜認された場合の

対応ガイドライン(令和4年8月改定版)

学校で児童生徒等や教職員の新型コロナウィルス感染力巧蜜認された場合に、

地域の感染状況や保健所の業務の状況等を踏まえ、迅速に対応するため、平常時

から学校と保健所が連携をとり、初動体制について、あらかじめ整理しておくこ

とが重要です。

本ガイドラインでは、主として感染拡大地域において、学校における濃厚接触

者等の特定や臨時休業の判断等に当たっての考え方を取りまとめました。各学

校や学校の設置者において、地域の感染状況等に応じた対応の参考としてくだ

さい。

なお、本ガイドラインは、各地域において、今回お示しするような基準がない

場合、又は改めて学校設置者と保健所とで学校で感染者が発生した場合の対応

について協議する場合などに役立てていただぐことを想定しており、既に各地

域で同様の基準がある場合には、それによっていただいて構いません。

また、現在、オミクロン株の特性等を踏まえ、学校で感染者が発生した場合で

あっても、保健所等による濃厚接触者の特定は必ずしも行われないこととされ

ていることに御留意ください(詳細は、FB. 1.1. 529系統(オミクロン株)が主

流である間の当該株の特徴を踏まえた感染者の発生場所毎の濃厚接触者の特定

及び行動制限並びに積極的疫学調査の実施について」(令和4年7月30日付け

厚生労働省事務連絡)を参照のこと。)。

し学校で感染者が確認された場合の対応

学校で児童生徒等や教職員の感染者が確認された場合は、校長は、感染した

児童生徒等について出席停止の措置をとるほか、感染者が教職員である場合は

病気休暇等の取得や在宅勤務、職務専念義務の免除等により出勤させないよう

にしてください。

また、保健所等による濃厚接触者の特定が行われる学校においてぱ、当該感

染者との関係で児童生徒等や教職員が濃厚接触者と判定された場合にも、同様

の措置をとってください。ただし、幼稚■、小学校、義務教育学校及び特別支

援学校において、幼児児童等に必要な教育等が提供されるための緊急的な対応

として、濃厚接触者となった教職員については、待機期間中においても、一定

の条件の下、出勤を可能とする取扱いも認められています(詳細は、「保育所、
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幼稚園、小学校等の職員である濃厚接触者に対する外出自粛要請への対応につ

いて」(令和4年3月16日付け厚生労働省事務連絡)を参照のこと。)。

2.濃厚接触者等の特定について

現在、濃厚接触者の特定は自治体の判断によりハイリスク施設に重点化する

ことが可能とされていますが、クラスターが確認された場合など、各自治体が

感染拡大の防止のために必要と判断する場合や、幼稚園、小学校、義務教育学

校又は特別支援学校について濃厚接触者の特定'行動制限に係る方針を各自治

体において定めている場合には、学校においても濃厚接触者の特定が実施され

ることもあります。

その場合に、感染者本人への行動履歴等のヒアリングや濃厚接触者等の特定

等のための調査は、通常、保健所が行いますが、感染拡大地域における学校に

もス、ては、保健所が示す一定の基準に基づく濃厚接触者やその周辺の検査対象

者となる者(以下「濃厚接触者等」という。)の特定のため、校内の濃厚接触

者等の候補者リストの作成に協力することが必要な場合があります。

Xそのほか、濃厚接触者の特定については、上記の令和4年7月30日付け厚生労働省

事務連絡及び「小児の新型コロナウィルス感染症対応について」(令和4年6月20日付

け厚生労働省事務連絡)も参照してください。

Xただし、保健所等による積極的疫学調査等が実施されない学校については、特段濃厚

接触者等の候補者リストの作成を行う必要はありません。

このため、学校、教育委員会等は、保健福祉部局その他関係機関と、事前に

保健所との協力体制について可能な限リ相談をしてください。

ぐ濃厚接触者等の候補の考え方>

校内の濃厚接触者等の候補の範囲は、感染者の感染可能期間(発症2日前

(無症状者の場合は、陽性確定に係る検体採取日の2日前)から退院又は療

養解除の基準を満たすまでの期間をいう。以下同じ。)のうち当該感染者が

入院、宿泊療養又は自宅療養を開始するまでの期間において以下の①又は②

いずれかに該当する児童生徒等及び教職員とします。

なお、学校等が行うのは保健所から求められた場合の濃厚接触者等の候補

者リストの作成であり、①又は②のいずれかに該当することのみを以て、一

律に出席停止の措置をとることを求めるものではありません。特に②につい

ては、地域の感染状況や学校における活動の実態等を踏まえた上で適切に判

断することが必要です。
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①濃厚接触者の候補

.感染者と同居(寮等において感染者と同室の場合を含む)又は長時間の

接触があった者

・適切な感染防護なしに感染者を介護していた者

.感染者の飛沫(くしやみ、咳、つば等)に直接触れた可能性の高い者(1

メートル以内の距離で互いにマスクなしで会話が交わされた場合は、時

間の長さを問わずに濃厚接触者に該当する場合がある)

.手で触れることの出来る距離(目安として1メートル)で、必要な感染

予防策なし(X)で、感染者と15分以上の接触があった者(例えば、

感染者と会話していた者)

※必要な感染予防策については、マスクを着用していたかのみならず、いわゆる

鼻出しマスクや顎マスク等、マスクの着用が不適切な状態ではなかったかにつ

いても確認する。

②濃厚接触者周辺の検査対象となる者の候補

.感染者からの物理的な距離が近い、又は物理的な距離が離れていても接

触頻度が高い者等(感染者と同一の学級の児童生徒等)

.大声を出す活動、呼気が激しくなるような運動を共にした者等(感染者

と同一の部活動に所属する児童生徒等)

.感染者と食事の場や洗面浴室等の場を共有する生活を送っている者等

(感染者と同一の寮で生活する児童生徒等)

・その他、感染対策が不十分な環境で感染者と接触した者等

3.出席停止の措置及び臨時休業の判断について

学校において感染者が発生した場合に、学校の全部または一部の臨時休業を

行う必要性については、通常、保健所の調査や学校医の助言等を踏まえて学校

の設置者が判断することとなりますが、学校の設置者は、学校内で感染が広が

っている可能性が高い場合に臨時休業を行う範囲や条件を事前に検討し、公表

しておくことが適切です。

<臨時休業の範囲や条件の例>

学校で家庭内感染ではない感染者が発生したときなど、学校内で感染が広

がっている可能性が考えられる場合には、当該感染者等を出席停止とすると

ともに、学校医等ど相談し、以下のとおリ臨時休業を検討してください。
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【学級閉鎖】

0以下のいずれかの状況に該当し、力、つ、学級内で感染が広がってい

る可能性が高い場合、学級閉鎖を実施する。

①同一の学級において複数の児童生徒等の感染が判明した場合

②感染が確認された者が1名であっても、周囲に未診断の風邪等の症

状を有する者が複数いる場合

③その他、設置者で必要と判断した場合

Xただし、感染可能期間に学校に来ていない者の発症は除く。

Xなお、保健所等による濃厚接触者の特定が行われる学校においては、感染

が礁認された児童生徒等1名に加えて、複数の濃厚接触者が存在する場合

についても、学級閉鎖を実施することも考えられる。

0上記において、「複数jとしている趣旨は、人数に着目したものでは

なく、学級内における感染拡大を防止する観点であることから、例え

ば、同一の学級において、複数の児童生徒等の感染が確認された場合

であっても、その児童生徒等の間で感染経路に関連がない場合やその

ほか学級内の他の児童生徒等に感染が広がっているおそれがない場

合については、学級閉鎖を行う必要はない。

0学級閉鎖の期間としては、5日程度(土日祝日を含む。)を目安

に、感染の把握状況、感染の拡大状況、児童生徒等への影響等を踏

まえて判断する。

ただし、上記において未診断の風邪等の症状を有する者や濃厚接触

者の検査の陰性が確認できた場合等には、当該期間を短縮するなど、

柔軟な対応を行うことが可能である。

【学年閉鎖】

0複数の学級を閉鎖し、力、つ、学年内で感染が広がっている可能性カス1

高い場合、学年閉鎖を実施する。

【学校全体の臨時休業】

0複数の学年を閉鎖し、力,つ、学校内で感染が広がっている可能性が

高い場合、学校全体の臨時休業を実施する。

なお、これ以外に、初期対応としての臨時休業等については基本的に行う

必要はありませんが、保健所等による濃厚接触者の特定が行われる学校につ
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いては、全体像が把握できるまでの間、臨時休業を行うことも考えられます

また、保健所の業務の状況等によリ、実施が遅延するような場合には、

学校医等と相談し、臨時休業を開始してから5日後程度(土日祝日を含

む。)を目安として再開することが考えられます。
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令和4年8月2 2日付け青教ス第6 0 8号参考資料

【令和4年7月2 6日付け青教ス第5 3 0号通知のポイント】

1 (2)検査で陰性と診断された場合等であっても、症状がなくなってから少なく

とも4 8時間は自宅待機し、健康観察を行うよう指導すろこと(出席停止)。

症状がありましたが、抗原検査で陰性のため登校し、その後、再び発症し、陽性が

判明。感染が拡大した事例が複数報告されています。

児童生徒.教職員とも、平時と異なる体調の場合は、登校・勤務を控えるとともに、

再登校.勤務の際は、体調に異変がなくなってから4 8時間経過していることを確認

してください。

2 (1)陽性判明者の接触者(以下の要件に該当する児童生徒)については、陽性

判明者との最終接触日の翌日から5日間の出席停止とし、症状がなければ6日目

からの登校を可能どする。なお、2日目及び3日目に検査し、陰性が確認された場
合は、3日目からの登校を可能とする。

御承知のとおり、無症状の場合、抗原検査(定性)キットは、確定診断としての使

用は推奨されておりません。つまり、結果が陰性の場合でも、感染を完全に否定する
ものではありません。

結果が陰性の場合でも、最後の接触から概ね5日間は感染リスクの高い行動は控え

る、マスクを外す飲食は一人で行う等、感染予防対策を継続してください。

【その他】県の臨時webキット検査センターでの陽性の確定について
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⑥「注1」の受付完了 メール

ではもりません。
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